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9 凡　例

凡
　
　
例

　

一　
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
引
用
は
、
大
島
本
（『
大
島
本　

源
氏
物
語
』、
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
依
り
、
心
内
表
現
は
〈　

〉、
発

話
表
現
は
「　

」、
補
入
は
〔　

〕、
ミ
セ
ケ
チ
は
取
消
線
、
句
読
点
、
濁
点
は
適
宜
付
し
、
私
に
改
め
た
箇
所
は
傍
記
を
施
し
、
補
助
理

解
の
た
め
主
語
や
人
物
名
を
（　

）
で
示
し
た
。
ま
た
、
引
用
本
文
後
の
（　

）
内
に
は
巻
名
、
丁
数
並
び
に
オ
（
表
）、
ウ
（
裏
）、
／

以
下
に
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
の
該
当
す
る
最
初
の
頁
数
を
記
し
た
。
な
お
、
直
前
の
文
章
で
引
用
し
た
巻
と
同
じ
場
合

に
は
、
巻
名
を
省
略
し
「
同
」
と
し
丁
数
の
み
示
し
た
。
た
だ
し
、
巻
名
と
丁
数
が
直
前
引
用
文
と
同
じ
場
合
に
は
、
巻
名
丁
数
を
省
略

し
「
同
」
と
し
頁
数
の
み
示
し
た
。
大
島
本
の
欠
巻
、「
浮
舟
」
巻
は
、
明
融
本
（『
源
氏
物
語
（
明
融
本
）
Ⅱ
』
東
海
大
学
蔵　

桃
園
文

庫
影
印
叢
書　

第
二
巻
、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
に
依
っ
て
、
大
島
本
同
様
の
本
文
表
記
と
し
た
。

　

一　
『
源
氏
物
語
』
以
外
の
本
文
引
用
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』（
室
城
秀
之
『
新
版
う
つ
ほ
物
語
』
一
～
六
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
二
二

～
二
〇
二
四
年
）、『
枕
草
子
』（
河
添
房
江
、
津
島
知
明
『
新
訂　

枕
草
子
』
上
・
下
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
二
四
年
）
と
し
、

そ
の
他
の
作
品
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
と
し
た
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
適
宜
示
す
こ
と
と
し
た
。

　

一　
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
引
用
は
、『
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）、『
花
鳥
余
情
』『
源
語
秘
訣
』『
岷
江
入
楚
』
は
源
氏
物

語
古
注
釈
叢
刊
（
武
蔵
野
書
院
）、『
一
葉
抄
』『
弄
花
抄
』『
細
流
抄
』『
孟
津
抄
』
は
源
氏
物
語
古
注
集
成
（
桜
楓
社
）、『
湖
月
抄
』
は

講
談
社
学
術
文
庫
、『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
は
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
、（
筑
摩
書
房
）
に
よ
り
、
引
用
後
（　

）
内
に
頁
数
を
示

し
た
。
そ
の
他
の
古
注
釈
書
に
つ
い
て
は
、
適
宜
示
し
た
。

　

一　
『
御
堂
関
白
記
』
は
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）、『
小
右
記
』
は
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）、『
左
経
記
』
は
増
補
史
料
大
成
（
臨

川
書
店
）、
割
注
は
〈　

〉
で
示
し
た
。

　

一　

論
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
最
新
の
収
載
を
基
本
と
し
、
初
出
時
の
情
報
に
つ
い
て
は
原
則
省
略
し
た
。
ま
た
、
編
者
が
複
数
の
場
合
、

省
略
し
て
明
記
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
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13 序章　研究の目的と研究史上における位置づけ

序
章
　
研
究
の
目
的
と
研
究
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け

は
じ
め
に

本
書
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
主
従
関
係
に
注
目
し
、
貴
人
に
「
仕
え
る
者
た
ち
」
の
視
点
か
ら
物
語
を
読
み
解
く
こ
と
で
、〈
読

み
〉
の
可
能
性
を
拡
げ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
貴
人
と
は
、
天
皇
や
中
宮
・
女
御
・
更
衣
な
ど
の
后
、
親
王
・
内
親
王
を

含
む
皇
族
や
三
位
以
上
の
上
級
貴
族
を
指
し
、「
仕
え
る
者
た
ち
」
と
は
一
般
的
に
侍
女
や
男
性
従
者
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
を
指
す
。『
源

氏
物
語
』
で
語
ら
れ
る
侍
女
、
男
性
従
者
の
多
く
は
、
四
位
五
位
の
中
級
貴
族
の
子
女
た
ち
で
あ
る
（
（
（

。
た
と
え
ば
、
末
摘
花
の
侍
女
、
大

輔
の
命
婦
は
兵
部
の
大
輔
（
従
五
位
下
相
当
）
の
娘
、
夕
顔
の
乳
母
は
大
宰
の
少
弐
（
従
五
位
下
相
当
）
の
妻
で
、
そ
の
子
ど
も
の
兵
部
の

君
（
幼
名
、
あ
て
き
）
は
玉
鬘
の
侍
女
と
し
て
、
豊
後
の
介
は
玉
鬘
の
家
司
と
し
て
仕
え
る
。
玉
鬘
の
侍
女
に
は
宰
相
（
正
四
位
下
相
当
）

の
娘
の
宰
相
の
君
と
い
う
侍
女
も
い
る
。
ま
た
、
光
源
氏
の
乳
母
の
子
で
従
者
の
惟
光
は
大
宰
の
大
弐
（
従
四
位
下
相
当
）
の
息
子
、
同

じ
く
光
源
氏
の
従
者
の
良
清
は
播
磨
の
守
（
従
五
位
上
相
当
）
の
息
子
で
あ
る
。
須
磨
退
去
を
契
機
に
光
源
氏
の
従
者
の
一
員
と
な
っ
た

右
近
の
将
監
は
、
伊
予
の
介
（
従
六
位
上
相
当
）
の
息
子
で
あ
る
。

主
従
関
係
で
言
え
ば
、
物
語
の
中
心
人
物
は
主
人
た
ち
で
あ
り
、「
仕
え
る
者
た
ち
」
で
あ
る
従
者
は
脇
役
、
端
役
と
呼
ば
れ
る
も
の
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の
、
独
立
し
た
個
人
と
し
て
語
ら
れ
、
彼
ら
な
し
で
は
主
人
の
恋
愛
や
物
語
展
開
が
不
可
能
な
く
ら
い
の
働
き
が
語
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
光
源
氏
と
夕
顔
の
恋
愛
譚
で
は
、
惟
光
（
光
源
氏
の
男
性
従
者
）
の
活
躍
と
右
近
（
夕
顔
の
侍
女
）
の
存
在
は
、
恋
愛
と
後
日
譚
を

展
開
さ
せ
る
存
在
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
柏
木
と
女
三
の
宮
の
恋
愛
譚
に
は
小
侍
従
（
女
三
の
宮
の
侍
女
）
の
手
引

き
に
よ
っ
て
密
通
が
実
現
す
る
。
そ
し
て
、
弁
の
君
（
柏
木
の
乳
母
の
子
）
は
、
柏
木
の
死
後
に
八
の
宮
家
の
侍
女
と
し
て
出
仕
し
て
い

た
こ
と
で
、
薫
に
出
生
の
秘
密
を
伝
達
す
る
な
ど
男
君
と
女
君
の
関
係
形
成
に
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
侍
女
や
男
性
従
者
は
主
人
同
士
だ
け
で
な
く
、
物
語
空
間
を
繋
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
特
に
侍
女
に
つ
い
て

は
、
女
主
人
と
の
距
離
の
近
さ
ゆ
え
、
物
語
の
視
点
や
語
り
の
側
面
か
ら
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
「
女
房
論
」
と
い
う
術
語
が
定
着
し
、

着
実
に
研
究
成
果
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
こ
で
、「
仕
え
る
者
た
ち
」
と
い
う
枠
組
み
で
考
え
た
際
、
男
性
従
者
の
研
究
は
、
発

展
途
上
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
女
房
研
究
の
成
果
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
男
性
従

者
に
関
す
る
研
究
の
底
上
げ
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

一
　
本
書
の
目
的

本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
伺
候
者
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
源
氏
物
語
研
究
に
お
い
て
は
、
中
級
貴
族
出
身
の
侍
女
や
男
性

従
者
と
い
っ
た
「
仕
え
る
者
た
ち
」
を
一
括
し
て
指
す
用
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
近
い
も
の
と
し
て
「
受
領
層
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

全
員
が
男
性
従
者
や
侍
女
と
し
て
仕
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、「（
藤
壺
ニ
）
近ち
か
う
さ
ぶ
ら
ひ
つ
る
命
婦
、
弁
」（「
賢
木
」
二
三
ウ

／
一
〇
八
頁
）
や
「
源
少
納
言
（
＝
良
清
）（
光
源
氏
ニ
）
さ
ぶ
ら
ひ
給
は
ばゝ
」（「
明
石
」
八
ウ
／
二
三
〇
頁
）
な
ど
の
よ
う
に
、
侍
女
や
男

性
従
者
が
特
定
の
人
物
を
主
人
と
し
て
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
こ
と
に
注
目
し
、
主
従
関
係
の
「
従
」
と
し
て
語
ら
れ
る
人
物
た
ち
を
総
称
す
る

用
語
と
し
て
「
伺
候
者
」
を
用
い
る
。
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15 序章　研究の目的と研究史上における位置づけ

こ
の
用
語
に
は
、
性
別
に
関
係
な
く
、
特
定
の
「
主
人
」
に
「
仕
え
る
者
」
と
い
う
観
点
を
含
ん
で
い
る
（
主
人
が
複
数
存
在
す
る
場

合
も
あ
る
）。
つ
ま
り
、「
伺
候
者
」
と
は
、
物
語
内
の
「
主
従
関
係
」
が
ど
の
よ
う
に
有
機
的
な
繋
が
り
を
形
成
し
、
意
味
を
な
し
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
用
語
で
あ
る
。
従
来
の
脇
役
論
や
端
役
論
と
い
っ
た
枠
組
み
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
「
仕
え
る
者
」
と

し
て
の
側
面
を
、「
主
従
関
係
」
を
中
心
と
し
た
「
伺
候
者
論
」
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
で
、
主
人
と
従
者
に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
物

語
の
意
味
を
体
系
的
に
整
理
し
、『
源
氏
物
語
』
で
語
ら
れ
る
「
主
従
関
係
」
を
中
心
と
し
た
〈
読
み
〉
の
実
践
を
展
開
し
て
い
く
。

「
伺
候
者
」
と
い
う
新
し
い
用
語
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
主
従
関
係
の
〈
読
み
〉
が
複
雑
化
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

物
語
世
界
に
お
い
て
「
従
」
が
い
か
に
「
主
」
の
人
物
像
と
〈
読
み
〉
を
支
え
、
物
語
空
間
を
広
げ
る
存
在
で
あ
る
の
か
を
巨
視
的
に
捉

え
る
こ
と
を
本
書
で
は
目
指
し
た
い
。
当
然
な
が
ら
、
女
性
伺
候
者
と
男
性
伺
候
者
で
は
、
職
掌
、
出
仕
方
法
、
公
私
の
区
別
、
出
自
、

身
分
な
ど
を
含
め
主
人
と
の
関
係
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
点
は
個
々
の
主
従
関
係
の
〈
読
み
〉
へ
と
還
元
し
、
男
女

の
「
伺
候
者
」
の
違
い
も
相
対
的
に
捉
え
て
い
く
。

二
　
問
題
の
所
在

侍
女
や
男
性
従
者
と
い
っ
た
研
究
分
野
は
、
歴
史
学
と
も
接
点
が
あ
る
た
め
、
文
学
用
語
と
し
て
使
用
す
る
際
に
問
題
を
孕
む
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
史
を
確
認
し
な
が
ら
、
実
体
を
指
す
用
語
と
学
術
的
に
用
い
ら
れ
る
概
念
の
整
理
を
行
い
た
い
。

ま
ず
、
侍
女
と
女
房
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
侍
女
と
は
、
天
皇
・
院
宮
・
親
王
・
内
親
王
・
女
御
・
更
衣
な
ど
の
宮
中
や

公
卿
な
ど
貴
人
の
邸
宅
へ
出
仕
す
る
女
性
を
指
し
、
上
級
の
女
房
か
ら
下
級
の
女
官
・
女
童
・
下
女
ま
で
の
出
仕
女
性
全
般
を
含
む
。
一

方
、
女
房
は
、
出
仕
先
に
居
住
空
間
で
あ
る
「
局
」
を
与
え
ら
れ
た
上
級
侍
女
を
意
味
す
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
原
則
に
従
っ
て
用
語
を

使
い
分
け
る
こ
と
で
、「
仕
え
る
者
た
ち
」
に
つ
い
て
意
識
を
向
け
て
い
き
た
い
。
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
侍
女
≒女
房
と
い
う
認
識
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